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特別会計・企業会計の内訳

合計
257億5,700万円

その他
5,000万円 議会費

2億755万円

総務費
26億7,490万円

民生費
76億4,963万円

衛生費
30億2,989万円

農林水産費
8億2,200万円

商工費
6億7,430万円

土木費
38億1,950万円

消防費
11億821万円

教育費
32億5,474万円

災害復旧費
9,922万円

公債費
23億6,706万円

一般会計歳出の内訳

合計
257億5,700万円

その他
23億9,700万円

市債
25億4,770万円

繰入金
14億6,596万円

国県支出金
47億3,059万円

地方交付税
89億8,300万円

市税
52億6,099万円

地方譲与税
3億7,176万円

一般会計歳入の内訳 さ
ぁ
、明
る
い
未
来
へ
踏
み
出
そ
う
！

市
の
施
政
方
針
と

当
初
予
算
の
概
要

特集

会 計 区 分

特 

別 

会 

計

金　額 会 計 区 分 金　額
54億2,284万円国民健康保険

8億3,411万円後期高齢者医療

60億円介護保険
122億5,695万円小　計

企 

業 

会 

計

18億4,917万円水道事業
1億3,747万円工業用水事業
4億7,142万円簡易水道事業
29億3,819万円下水道事業等
53億9,625万円小　計

一般会計 …257億5,700万円 2.4%↑
特別会計・企業会計 …176億5,320万円 0.2%↓

予算総計 …434億1,020万円 1.3%↑

前年度比：
前年度比：

前年度比：

特別会計・
企業会計の内訳

本
市
の
目
指
す
将
来
像

「
幸
せ
を
感
じ
、
暮
ら
し
続
け
た

い
と
思
う
ま
ち 

常
陸
太
田
」
の

実
現
に
向
け
て̶
̶

今
月
の
広
報
ひ
た
ち
お
お
た
で

は
、
今
年
度
の
予
算
や
施
政
方

針
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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愛
保
育
園
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
指
定

管
理
者
に
よ
る
運
営
か
ら
公
私
連
携
型

保
育
所
に
移
行
し
、
民
間
経
営
に
よ
る

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。

従
来
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
に
加

え
、
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
合
わ

せ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
事
業
に

取
り
組
み
域
内
消
費
を
喚
起
し
ま
す
。

引
き
続
き
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
や
観
光
レ
ン

タ
カ
ー
利
用
の
支
援
、
プ
レ
ミ
ア
ム
旅

行
券
の
発
行
を
行
い
、
交
流
人
口
拡
大

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
３
階
部
分
を

宿
泊
室
用
に
改
修
し
た
か
な
さ
笑
楽
校

の
集
客
力
の
向
上
を
図
り
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
加

え
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
に
お
け
る
保
育

料
の
半
額
軽
減
や
第
３
子
以
降
の
保
育

料
無
償
化
、
小
中
学
校
の
給
食
費
の
半

額
軽
減
を
継
続
実
施
。
ま
た
、
新
た
に

幼
稚
園
並
び
に
保
育
園
、
こ
ど
も
園
に

お
け
る
３
歳
以
上
児
の
給
食
費
の
無
償

化
、
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
、

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
に
対
す
る
入

学
祝
品
（
体
操
服
セ
ッ
ト
）
の
給
付
も

行
い
ま
す
。

路
拡
大
や
有
利
販
売
へ
の
支
援
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
捕
獲
奨
励
金
を
増
額
す
る

な
ど
有
害
鳥
獣
の
効
果
的
な
防
止
対
策

を
行
い
、
農
村
環
境
の
保
全
に
努
め
ま

す
。

５
月
に
チ
ー
ズ
工
房
が
稼
働
し
ま
す
。

地
元
産
の
生
乳
を
使
用
し
た
新
た
な
特

産
品
と
な
る
よ
う
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ

る
地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
や
県
の
森
林
湖
沼

環
境
税
等
を
活
用
し
、
森
林
整
備
や
普

及
啓
発
、
木
材
利
用
等
を
推
進
し
森
林

の
適
切
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

引
き
続
き
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
用

地
や
工
業
団
地
、
学
校
跡
地
等
へ
の
企

業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
等
の
起
業
・
創
業
支
援
、

市
民
雇
用
奨
励
金
の
交
付
、
合
同
就
職

面
接
会
の
開
催
等
に
よ
り
、
市
内
就
業

の
機
会
創
出
を
図
り
ま
す
。

認
定
農
業
者
や
新
規
就
農
者
等
へ
の
農

業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
の
活
用
や
住

居
・
機
械
設
備
等
の
取
得
な
ど
、
総
合

的
な
就
農
支
援
を
行
い
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
の
促
進
、
農
地
の
集
積
・

集
約
や
米
・
常
陸
秋
そ
ば
、
果
樹
等
の

高
品
質
化
、
６
次
産
業
化
、
並
び
に
道

の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
を
中
心
と
し
た
販

今
年
も
全
力
投
球
し
ま
す
！

暮
ら
し
続
け
た
い
と

思
う
ま
ち
づ
く
り

地
域
農
業
の
担
い
手
育
成

農
業
の
振
興

林
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興

観
光
振
興
と
地
域
活
性
化

子
育
て
支
援

働
く
機
会
の
創
出

チ
ー
ズ
製
造
・

販
売
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

保
育
環
境
の
充
実
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水
府
小
中
学
校一貫
教
育
学
校
の
新
校
舎

完
成
に
続
き
、
旧
校
舎
を
解
体
し
新
体

育
館
を
整
備
。
ま
た
、
峰
山
中
学
校
区

お
よ
び
金
砂
郷
中
学
校
区
の
小
学
校
統

合
に
つ
い
て
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
継
続

推
進
し
ま
す
。

新
た
に
小
学
校
へ
外
国
人
の
英
語
指
導

助
手
を
派
遣
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
学

生
対
象
に
昨
年
導
入
し
た
英
語
民
間
検

定
試
験
検
定
料
助
成
を
小
学
5
・
6
年

生
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

制
度
を
拡
充
。
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物

件
の
改
修
お
よ
び
草
刈
り
、
見
守
り
費

用
等
に
助
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
婚

家
庭
家
賃
助
成
、
住
宅
取
得
促
進
助
成

に
加
え
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
予
定

地
の
既
存
建
物
の
解
体
費
用
や
既
存
集

合
賃
貸
住
宅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費
用
等
の

一部
を
助
成
し
ま
す
。

犯
罪
抑
止
の
た
め
、
引
き
続
き
防
犯
灯

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

防
犯
団
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
防

犯
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

山
吹
運
動
公
園
内
の
市
民
体
育
館
等
の

更
新
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
統

廃
合
、
複
合
化
、
再
配
置
を
計
画
的
に

推
進
。
大
里
ふ
れ
あ
い
広
場
野
球
場
に

は
新
た
な
防
球
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、
周
囲

の
安
全
性
を
確
保
し
ま
す
。

引
き
続
き
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
取
り

組
み
、
健
診
受
診
率
の
向
上
や
運
動
習

慣
の
継
続
化
を
図
り
、
市
民
の
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

よ
り
早
期
の
介
護
予
防
策
と
し
て
要
介

護
状
態
に
至
る
前
段
階
「
フ
レ
イ
ル
」

対
策
を
進
め
ま
す
。

結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー「
Y
O
U
愛
ネ
ッ
ト
」

を
中
心
に
、
地
域
社
会
全
体
で
結
婚
を

応
援
す
る
た
め
、
地
域
の
企
業
、
事
業

者
等
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
。
結

婚
の
希
望
を
実
現
す
る
た
め
の
情
報
の

共
有
や
連
携
を
図
り
な
が
ら
出
会
い
の

場
の
創
出
に
努
め
、
未
婚
化
・
晩
婚
化

の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
お
試

し
居
住
の
利
用
拡
大
や
空
き
家
バ
ン
ク

幼
児
・
児
童
期
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
基
本
動
作
を

身
に
つ
け
る
運
動
遊
び
教
室
等
を
開
催
。

ま
た
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
に
役
立
つ

健
康
体
操
へ
も
継
続
支
援
。
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ

プ
指
導
者
を
増
員
し
、
市
内
全
域
で
自

主
的
な
取
り
組
み
が
浸
透
す
る
よ
う
推

進
し
ま
す
。

市
民
の
健
康
増
進
や

体
力
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

健
康
づ
く
り
の
施
策

結
婚
、移
住
・
定
住
促
進

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

英
語
指
導
体
制
の
充
実
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市
外
医
療
機
関
へ
の
救
急
搬
送
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
ラ
ピ
ッ
ド
方
式
ド
ク

タ
ー
カ
ー
を
導
入
。
救
命
率
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

市
街
地
環
境
の
整
備
に
加
え
、
災
害
に

備
え
て
浄
水
場
、
取
水
場
、
排
水
処
理

施
設
に
防
水
扉
、
排
水
溝
、
排
水
ポ
ン

プ
な
ど
の
浸
水
対
策
を
講
じ
ま
す
。

資
源
ご
み
の
無
料
回
収
と
23
分
別
回
収

を
継
続
し
、
ご
み
排
出
量
の
削
減
と
リ

サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
太
陽
光
発
電
設
備
や
高
効
率
給
湯

器
等
を
設
置
す
る
世
帯
へ
の
補
助
も
継

続
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
を
促
進
し
ま
す
。
清
掃

セ
ン
タ
ー
は
、
設
備
改
良
工
事
を
実
施

し
施
設
の
延
命
化
を
図
り
ま
す
。

申
請
受
付
の
専
用
窓
口
の
設
置
や
企
業

等
へ
の
出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
普
及

を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
公
布
の
実
施
、
図
書
館
利
用
カ
ー

ド
へ
の
導
入
等
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

国
道
２
９
３
号
常
陸
太
田
東
バ
イ
パ
ス
な

ど
、
引
き
続
き
国
・
県
道
の
整
備
促
進

を
図
り
ま
す
。
市
道
０
１
３
９
号
線
は
幡

町
か
ら
日
立
市
ま
で
の
区
間
を
日
立
市

と
も
連
携
を
図
り
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
を
対
象
に
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

防
止
装
置
の
取
り
付
け
費
用
の一部
を
補

助
し
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通

事
故
を
抑
制
し
ま
す
。

東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、

大
型
商
業
施
設
な
ど
を
立
地
誘
導
し
、

魅
力
あ
る
市
街
地
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進

公
共
施
設
の
適
正
管
理
を
進
め
る
た
め

旧
や
ま
ざ
く
ら
保
育
所
、
旧
す
い
ふ
こ

ど
も
園
、
市
営
住
宅
14
棟
、
消
防
団
組

織
改
編
に
伴
う
機
械
器
具
置
場
8
カ
所

を
解
体
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
歴

史
民
俗
伝
承
館
に
つ
い
て
解
体
工
事
に

係
る
設
計
を
行
い
ま
す
。

河
川
の
危
険
箇
所
の
把
握
に
努
め
、
計

画
的
な
改
修
整
備
な
ど
に
よ
り
河
川
の

治
水
力
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

の
情
報
伝
達
手
段
の
強
化
の
た
め
、
引

き
続
き
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
の

台
風
第
19
号
の
災
害
対
応
を
教
訓
に
、

災
害
時
の
職
員
初
動
体
制
お
よ
び
災
害

対
策
本
部
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

道
路
の
整
備

交
通
安
全
対
策

上
下
水
道
の
整
備

市
街
地
の
整
備

明るい未来のために
様々な行政課題の解決に向けて各種施策を推進するととも
に、自主性・自立性の高い財政運営を目指し、効果的かつ効
率的な行財政運営に努めていきます。なお、本市の基本的
な指針「常陸太田市第６次総合計画」については、
市ホームページで詳しく見ることができます。

救
急
医
療
体
制
の

充
実
強
化

自
然
お
よ
び

生
活
環
境
の
保
全

公
共
施
設
の
適
正
管
理
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おめでとうございます

TOPICS
３
月
３
日
、
小
目
町
と
沢
目
町
の
梨
の
ほ
場
で

常
陸
太
田
梨
部
会
研
究
部
の
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。農
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活
用
の

可
能
性
や
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
ル
ー
ル
な
ど
に
つ

い
て
講
習
を
受
け
、
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば

し
て
梨
の
ほ
場
を
撮
影
し
ま
し
た
。将
来
的
に

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
上
空
か
ら
梨
の
樹
勢
を

確
認
し
今
後
の
育
成
の
イ
メ
ー
ジ
を
し
や
す
く

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

若
手
梨
農
家
が
ド
ロ
ー
ン
の
講
習
会
を
実
施

２
月
15
・
16
日
に
石
岡
市
で
、
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。男
子
の
部
で
佐
竹
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
準
優
勝
に
輝
き
、混
合
の

部
で
は
S
ｔ
ａ
ｒ 

K
ｉ
ｄ
ｓ
が
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で
入
賞

佐竹バレーボールスポーツ少年団Star Kids

賞 

状

右
は
頭
書
の
競
技
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
ら
れ
た
の
で

そ
の
栄
誉
を
た
た
え

こ
れ
を
賞
し
ま
す

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
小

ドローンで上空から撮影

撮影した写真を確認 ドローンについて学びました
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下
大
門
町
に
あ
る
北
大
門
城
跡
と
南
大

門
城
跡
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て

看
板
を
立
て
ま
し
た
。こ
の
城
跡
は
佐
竹

氏
家
臣
の
小
野
崎
氏
系
の
助
川
氏
が
居

城
し
た
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
広
報
ひ

た
ち
お
お
た
の「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
」の

コ
ー
ナ
ー
で
も
紹
介
し
ま
し
た
（
平
成
31

年
4
月
号
参
照
）。看
板
の
設
置
に
参
加

し
た
方
は
「
来
訪
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
、
ぜ

ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。歩
き
や
す
い
よ

う
、
道
な
ど
も
整
備
し
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

北
大
門
城
跡
、
南
大
門
城
跡
に

看
板
設
置

１
月
24
日
、圷
總
子
さ
ん（
塙
町
）が
県
伝

統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。県
伝
統

工
芸
士
と
は
、「
茨
城
県
伝
統
工
芸
品
」の

製
造
に
従
事
し
て
い
る
方
の
う
ち
、高
度

な
技
術
、技
法
を
保
持
す
る
方
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
、市
で
は
初
の
認
定
者
と
な
り

ま
す
。

圷
さ
ん
は
、約
５
０
０
年
の
伝
統
が
あ
る

「
雪
村
う
ち
わ
」
を
作
っ
て
い
る
た
っ
た

一
人
の
職
人
。雪
村
う
ち
わ
と
は
、
室
町

時
代
、常
陸
太
田
に
住
ん
で
い
た
絵
師
で

も
あ
る
僧
侶
・
雪
村
が
創
始
者
と
言
わ

れ
る
市
を
代
表
す
る
伝
統
工
芸
品
で
す
。

う
ち
わ
の
材
料
と
な
る
竹
の
採
取
か
ら

乾
燥
、最
後
の
仕
上
げ
ま
で
約
33
あ
る
全

行
程
を
、す
べ
て
手
作
業
で
行
っ
て
い
ま

す
。圷
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
う

ち
わ
づ
く
り
に
関
わ
り
、キ
ャ
リ
ア
は
約

80
年
。圷
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
体
調
に

気
を
付
け
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

県
伝
統
工
芸
士
に
認
定


